
 

 

コロナの第３波というのか、これまで以上に気を引き締めなければな

らない状況になってきました。クリスマスシーズンを迎え、本園ではア

ドベントをはじめとする行事が続きますが、今後の状況次第では、中止

などの措置を取らなければならないと危惧しています。 

 

１２月の主題聖句は「学者たちはその星を見て喜びにあふれた」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さいころから、星とか宇宙とかにあこがれと疑問を持っていました。地球と同じような

星があるのだろうか、地球以外に生物はいるのだろうか、今もなぞだらけです。冬になると

なぜか、星がよく見えます。外は寒いのですが、こんなときこそ、夜空を眺めてみてはいか

がでしょうか。喜びを運んでくれる星に出会うかもしれません。 

 

１２月のテーマである「うれしいね」「喜びにあふれて」をみんなで感じ取りたいもので

す。クリスマスの意味を考え、みんなで喜びを分かち合うそんなひとときをつくっていきた

いですね。 

 

 

2 0 2 0 年 度 の 年 主 題 ：こ ころ が 満たさ れ る  

12月のテーマ 月 の ね が い 

うれしいね 

０
歳
児 

・クリスマスを喜び、うれしい気持ちを感じ合う。 

・寒い冬を健康に過ごす。 

・絵本を読んでもらったり、クリスマスのうたや手あそびを楽しみながら繰り返す。 

１
・
２
歳
児 

・イエスさまのお誕生を楽しみに待ち、祝う。 

・クリスマスの雰囲気を楽しみ、絵本やさんびかに親しむ。 

・まわりの人と思いを共有する経験をする。 

喜びにあふれて 

３
歳
児 

・クリスマスの意味を知り、友だちと心を通わせ礼拝し、イエスさまの誕生を祝う。 

・喜んで賛美したり踊ったりして心を弾ませる。 

・興味あることにじっくりと取り組み、うれしさを感じる。 

４
・
５
歳
児 

・クリスマスの意味を知り、愛されていることの喜びの中礼拝する。 

・クリスマスの喜びを分かち合うために自分たちにできることを考える。 

・寒さの中でも、身体を動かすことを仲間と一緒に楽しむ。 

聖 句   学者たちはその星を見て喜びにあふれた。（マタイによる福音書２章 1０節） 

12月の予定                             マークの説明…Ｔ＝体操 
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12月の園だより ２０２０年 11月 26日 

名古屋柳城短期大学附属豊田幼稚園 

「彼らが王の言葉を聞いて出かけると、東方で見た星が先だって進み、ついに幼子のいる場

所の上で止まった。」（マタイ２：９・１０）これは、今までとは違う異なる新たな方法で、

導かれたということかもしれません。神の導きは、初めからすべてが明らかにされるわけで

はなく、その時々に「時宜にかなった」(ヘブライ４：１６)仕方で与えられるものです。「学

者たちはその星を見て喜びにあふれた」のは、星の背後に神の導きを見たからです。 

 今年は、どの園でも例年とは異なる形でクリスマスを祝うことでしょう。しかし、「いつも

よりさみしいな」と思うのではなく、今年だからこそ見えてくる新たな星を見出して喜びま

しょう。 

冬季保育（２・３号のみ） 

 

冬季保育（２・３号のみ） 

 

裏面もご覧ください 


